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畑雑草発生の年次変化
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l　緒　　　　　言

畑圃場は水田と異なり土壌の水分状態．温度条件が年に

より変動が大きく，このため雑草の発生や除草剤の効果に

年次間差があり，適確な防除が難しいのが現状である。

岩手農試で実施してきた除草剤実用化試厳の中から，主

要な作物の圃場における雑草発生の年次変化を把握し，よ

り効果的雑草防除法確立の資にしようとした。

今回は大豆とトウモロコシ畑において，無除草及び試験

例の多いニュロン水和剤処理区について検討した結果，大

豆とトウモロコシでは雑草の発生に大差が見られなかった

ので，ここでは大豆畑を中心に報告する。

2　試　験　方　法

（1）除草剤試験の方法

除草剤試験の耕種法は年によって若干異なるが．昭和45

年から57年までの平均は表1のとおりであり，雑草の調査

は播種後40日前後で行っている。また，前作物は表6のよ

うにイネ科作物が大部分であるが，豆類が3年入っている。

（2）気象条件

表2に除草剤試験における平均気温と降水量について，

播種後の積算値を示した。平均気温，降水量とも播種後の

10日間（6月上旬）に年次変動が大きく，以後徐々に小さ

くなっていく。なお，表2のほか最高気温と日照時間につ

義1　除草剤試験の方法
（大豆畑の平均値，昭45～57）

裏2　播種後の気象条件（大豆細，昭45、57）

平均気温積算

平 均 C V 1日当 り 平 均
（℃） （％） （℃） （耽爪）

7 7 17 1 5．4 2 8

15 4 18 15．3 4 7

3 2 3 10 1 6．2 8 0

5 12 9 17．1 12 3

いても雑草発生との関係を見たが，傾向的範囲では関係が

見られろものの，有意な相関は認められず．今回は省略した。

3　結　　　　　果

（1）雑草の発生量

大豆畑における無除草区の主要な雑草の発生本数と，調

査時の生体重を表3に示した。発生本数はCVに見られる

ように年による変動が大きいが，平均では広葉雑草が1m●

当たり約120本（総計に対し62％）．イネ科雑草約70本（38

％），総計では約190本発生している。革種別には広葉雑

草の中シロザが約40％，次いでスベリヒユ（30％），ハコ

ベ（13％），イヌビュ（9％）等が主要な雑草となってい

る。イネ科雑草ではメヒシバ（アキメヒシバを含む）が圧

倒的に多く，86％を占めている。

雑草の重量としては，調査時にはイネ科雑草がまだ小さ

いため広幸雑草が全体の約90％を占める。広葉雑草の中で

はシロザが約40％，タデは本数は少ないものの重量は33％

を占め，スペリヒユ・ハコベがそれぞれ10％前後となって

いろ。イネ科雑草の中では本数の割にメヒシバの重量は小

さく（58％）で，イヌピェが42％を占めている。

表3　無除草区の雑草（大豆畑，昭45～57）

項 目

草 種

発　 生　 本　 数 生　 体　 重

平 均 C V 比 率 平 均 C V 比 率
（本／／／h ） （％） （％） （折 ） （％） （％）

シ　 ロ　 ザ 45．2 7 5 2 4 2 0 7 16 9 3 6

タ　　　 デ 8．6 9 5 4 1 6 6 10 1 2 9

ハ　 コ　 ベ 15．7 1 3 4 8 4 8 14 6 8

スペ リヒユ 35，8 1 6 2 1 9 5 0 17 0 9

ツ ユ ク サ 2．8 9 2 1 2 1 13 8 4

イ　ヌ　ビュ 11．1 10 3 6 18 16 4 3

広　 葉　 計 119．5 6 4 6 2 5 10 8 8 8 8

メ　ヒ　シ ′ヾ 6 2．5 10 6 3 3 4 0 12 8 7

イ　ヌ　ビ エ 10．1 12 5 5 2 9 17 5 5

イ ネ 科 計 72．6 10 4 3 8 6 9 12 9 12

総　　 計 19 2．0 5 3 10 0 5 7 9 8 1 10 0

（2）雑草の発生と気象条件の関係

表4・Sに気象条件との関係で，雑草発生数と有意な相
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閑が認められたものを示した。昭和55年以降は雑草の種子

を播種しており，それ以前は大部分が自然発生であること

から，表4と表Sでは若干相関係数が異なっているが，広

葉雑草全体としては播種後10日までの気温と負の相関が高

く，特に表4に見られるように播種後6日目から10日目ま

での平均気温の墳算と高い相関が認められた。草種別には，

シロザが20日目までの気温と負の相臥スベリヒユでは30

8日までの気温と正の相関が認められたことが特徴的であ

った。また，傾向的ではあるがイネ科雑草は20日日までの

気温と正の関係が見られた。

なお，トウモロコシにおいても大豆と同様の傾向であっ

たが，以上の他に30日目までの積算気温とイヌビェの発生，

シロザとツユクサ及びタデの発生量の間に有意な相関が認

められていろ。

（3）前作物の違いと雑草の発生

年数が少ないため明確ではないが，現象的には次のよう

な傾向が見られた。

蓑4　雑草（本数）と気象の関係－（1）
（大豆畑，昭45～57）

雑 草 気 象 （横 罫 ） 相 関 係 数

広　 幸 平 均 気 温 （播 唾 ～ 5 日 ） － 0 ．58 6 3 ＊

〝
〝　 （　 〝　 ～ 10 日 ） － 0 ．8 5 26 ＊＊

〝 〝　 （ 〝　 ～ 20 日 ） － 0 ．5 5 98 ＊

〝
〝　 （ 6 日 目 ～ 10 日 ） － 0 ．8 7 9 0＊＊

シ ロ ザ 〝　 （播 種 ～ 5 日 ） － 0 ，5 0 0 9 ＊

′′
〝　 （ 〝　 ～ 10 日 ） － 0 ．6 3 5 2 ＊

〝 〝　 （　 〝　 ～ 20 日 ） － 0 ．6 8 0 5 ■

蓑5　雑草（本数）と気象の関係－（2）
（大豆贈，昭45～55）

雑　 草 気 象 （積 算 ） 相 関 係 数

広　　　 葉 平 均気 温 （播 種 ～ 10 日 ） － 0 ．9 13 5＊＊

イ　 ネ　 科 〝　 （ 〝　 ～ 2 0 日 ） 0．5 3 28

シ　 ロ　 ザ 〝　 （ 〝　～ 20 日 ） － 0．7 7 1 5＊＊

〝 降 水 量 （ 〝　～ 20 日 ） － 0．5 7 3 5

ス ベ リ ヒユ 平均 気 温 （ 〝　～ 30 日 ） 0，7 6 5 5＊＊

妄6　前作物の違いと祖草（本／／帆■昭4ト57）

前 作 物 年　　　 次 広　 葉　 イネ科　 計

畑　 イ　 ネ 昭 45 ，50，51，52 62　　 110　 172

落　 花　 生 昭 46 ，47 1 12　　　 28　 140

麦　　　 類 昭 48 ，49，55 ，57 116　　　 97　　 2 13

トウモ ロコシ 昭 53 ，54 24 3　　　 49　　 292

大　　　 豆 昭 56 17 2　　　 76　　 248

注．畑イネ，落花生はマルチ栽培
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マルチ栽培の跡は雑草の発生が少なく，同じマルチ栽培

でもイネ科作物の跡でイネ科雑草が多く，落花生の跡では

広重雑草が多く発生していろ。これは雑草謁査後の除草で

兄のがされたものが翌年に影響していろものと患われる0

（4）リニュロン水和剤の効果

無除草区に対するリニュロン区の残草率（本数について）

は，広葉では25％，イネ科が67％，総計で43％であり，広

東＞イネ科の効果が認められる。イネ科雑草はりこユロン

区において本数の割に重量が小さいが，これはリニュロン

の効果の持続親間あるいは他の雑草の発生と関係があり，

遅発生のイネ科がかなりあることが推察される。なお，広

幸雑草の中ではツユクサに対する効果が劣ったD

表ワ　リニュロン水和剤の除草効果（昭45～54）

草　 種

無 除 草 リニュロン 対無除草比率

重量 本数 重量 本数 重量 本数

（抑 ）（本／宜）（紳 ）（本／／材） （％） （％）

シ　 ロ　 ザ 250 46 23 13 9 28

タ　　　 ヂ 195 7 43 4 22 50

ハ　 コ　 ′ヾ 56 14 1 2 2 13

スベリヒユ 57 3 2 13 4 24 14

ツ ユ クサ 24 2 26 4 106 163

イ　ヌ　ビュ 23 14 2 2 9 16

広　 葉：計 606 113 108 29 18 25

メ　ヒ　シ′ヾ 49 69 17 4 6 35 67

イ　ヌ　ビエ 34 12 14 8 39 65

イ ネ科計 83 80 31 54 37 67

総　　 計 690 193 139 8 2 20 43

4　摘　　　　　要

（1）雑草の発生量は気象条件，主に気温の積算値と関係

があり．一般的には広葉雑草は播種後10日目までの気温，

特に6日目から10日日までの気温と高い色の相臥イネ科

雑草では20日目までの気温と正の関係が傾向的に認められ

た（表4・5）。

（2）前作物の違いによって雑草の発生が異なり，マルチ

栽培の跡で少ない傾向がある（表6）。

（3）リニュロンの除草効果を草種別に整理した（表7）○

今回の調査は薬剤による防除を前提としたため草種をイ

ネ科，広葉に大別したが，シロザとスベリヒユでは発生適

温が異なるなど生贋的な解析の上では問題がある。今後は

草種間の競合の問題や，作物の早期播種（低温条件）での

雑草発生なども含め更に検討したい。




